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■ 助祭叙階の儀
　５月８日（日）復活節第４主日（世界召命祈願の日）に
山手教会聖堂でささげられた11時30分ミサのなかで、
ラファエル梅村昌弘司教主司式によるドミニコ・タン・
ホアン・フィー神学生（ベトナム国籍：ベトナム・信仰
の宣教修道会）の助祭叙階の儀が執り行われました。
共同司式の司祭団には、出身教会である小田原教会
の主任司祭・宮内毅師、同じベトナムの修道会のトゥ
師、タム師が参加し、小田原教会の信徒も参列しまし
た。
　祭儀は「候補者の選出」「説教」「受階者の約束」「連
願」「按手と叙階の祈り」と厳粛に進められ、宮内
師により神学生にストラ（首から下げる細長い帯状
のもの）とダルマチカ（祭服）が着せられ、最後に
司教から福音書の授与があり終了しました。
　なお、拝領祈願の後に東京カトリック神学院院長
の稲川圭三師が祝辞を述べられ、新助祭と梅村司教
の挨拶がありました。
　タン・ホアン・フィー新助祭、おめでとうございます。
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（撮影：編集部　田中麻子・土方芳人
文：土方芳人）

■ 片柳神父様講演会
　４月23日（土）、ヨゼフ会主催の片柳弘史神父様

（イエズス会所属・山口県宇部教会主任司祭）をお

招きして講演会が行われ
ました。本講演会は2020
年前期に計画されました
が、コロナ禍で２度の延
期を経てようやく実施の
運びとなりました。いま
だコロナ禍が続く中、定
員に上限を設けましたが
上限いっぱいの100人近い
ご参加をいただきました。

「生きていく力～イエスはいつも私たちと共に」
　昨今の混乱状況にある中、希望を失わず、力強く
生きていくための、キリスト教が持っている『生き
ていく力』についてお話しします。
　希望とは、わたしたちが苦しみの中で忍耐の術を
学び、希望を見いだす力強さを身に着けていくこと
です。それが練達です。それができる人は希望を失
いません。神様がわたしたちに試練を与えるとすれ
ば、わたしたちを成長させるためです。そして試練
を乗り越えるための力も必ず与えてくださいます。
心配することはありません。現在、戦争もコロナも
希望が見えません。しかし、アブラハムに道が開か
れたように（ロマ４：18）、信仰は希望がないとこ
ろに希望を生み出していく力なのです。なぜ苦しみ
が与えられ、神がいるのに悪が存在するのか。天災
がある一方、人間が引き起こす悪もあり、戦争がま
さにそうです。根本原因は「愛の欠如、愛の不足」
です。神は人間を創造する際、「互いに愛しあう」
ことを条件としましたが、愛が欠けることで疎外感
が暴力、戦争につながるのです。すべての人が皆、
神様の最高傑作の子どもとして、互いに愛しあって
生きられる世界が平和につながるのです。一方、説
明のつかない悪、苦しみもあります。イエス様ご自
身も十字架の苦しみを乗り越え復活されました。イ
エス様が十字架にかけられたのは、いま苦しんでい
るわたしたちに寄り添い、一緒に苦しみ、乗り越え
てくださるためでした。ですから、わたしたちは、
一人ぼっちではありません。イエス様を信じて一緒
に苦しみを乗り越えていきましょう。
　苦しみの意味について、イエス様は苦しむこと

初めての「感謝の祭儀」
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で、神様にすべてをゆだねました。そこに救いの道
があるからです。キリスト教の救いは自分を死ぬこ
とによってキリストの救いを生き、全てをゆだねた
ときに、わたしたちの本当の命が輝きはじめ、神秘
が体現できるのです。どんな悲しみも神様の手の中
で喜びに変えられます。悪でさえ善の土台にするこ
とができるのです。その中で信仰がゆるぎないもの
になるからです。わたしたちが苦しみと向き合うと
き、答えは聖書のマリア様の言葉にあります（ルカ
１：38）。「あなたのご計画のままにわたしを使って
ください」完全なゆだねです。イエス様もゲッセマ
ネで祈るとき、マリア様と同じように言っています

（ルカ22：42）。わたしの思いではなく、あなた（神
様）の思いが行われますようにというゆだねです。
　マザー・テレサの言葉で「神様が与えてくださる
ものは何でも喜んで受け取り、神様が取り去られる
ものは何でも喜んで差し出しなさい」とあります。神
様は、わたしたちにとって一番必要なものをご存じ
で、必要な時に必要なものを与えてくださる。だか
ら神様が与えてくださるものなら試練でも喜んで頂
くのです。人間は地上のもの、権力、名誉に執着し苦し
みます。執着を手放せば楽になり、神様が大きな喜
び、すなわち聖霊で心を満たしてくださいます。
　限界を知ることは、謙虚に認めることであり、決
して敗北ではありません。神様の手にゆだねるとい
うことです。私自身、毎日神様にゆだねて日々乗り
越えています。マザー・テレサは、「私は神の手の
中のちいさな鉛筆にすぎません」と言っています。
これは「すばらしい絵を褒めるときに絵を描くため
の鉛筆を褒める人はいますか？私は鉛筆です。だか
らわたしのことは褒めないで」という意味です。マ
ザー・テレサは徹底して、神様にゆだねきって生き
ていた方なのです。
　パウロの言葉で「わたしは弱い時に強い」という
言葉があります。自分の弱さを素直に認めたときに
人間は本当に強くなれる。先程から話していること
は全て一緒です。全てを神にゆだねるということが
キリスト教の力なのです。思い煩いは何事も神にお
任せしなさい。神があなたのことを心に留めていて
くださるからです。自分の手に負えないことは神様

にゆだねて、自分たちでできることを精一杯、一生
懸命行うのです。
　空の鳥、野の花に学ぶこと（マタイ6：26）にも
あるように、精一杯生きていればそれだけで十分美
しいのです。花の美しさは神様の恵みであり、メッ
セージです。わたしたちは神様のメッセージが聴こ
えないと言いますが、実はいたるところにあるので
す。時々メッセージに気付いてください。教皇様の
言葉で、「もしわたしたちが、メールをチェックす
るのと同じくらい聖書を開いていれば、いったいど
んなことが起こるでしょうか」とあります。今、聖
書の中は未読メッセージでいっぱいです！たくさ
んメッセージが届いているけど未読！皆さん聖書
を読みましょう！わたしたちが神様を忘れても、神
様は決してわたしたちを忘れません。わたしたちは
先のことを見ようとしますが、見ることはできませ
ん。だから神様にゆだねるしかないのです。自分が
今できることに全力を尽くし、今を精一杯生きるの
です。未来を決めるのは過去ではなく、今なのです。
同じ間違いを繰り返さないために、よりよい未来を
作るために、今何ができるかを考えましょう。
　神の国と神の義を求める（マタイ６：31-33）。神
の国とは互いに愛しあうこと、神の義とは互いに助
け合って生きるため、助けを求めている人を見つ
け、自分にできることを行うことです。
　わたしたちに必要なのは一人ひとりが誠実さを
失わず、自己欺瞞に陥らないことです。
　「求めなさい・・・（マタイ７：７）」にあるように、
諦めなければ苦しくても変わることができます。門
が開かれたとき、思い描いていたものと違うかもし
れません。神様は必要なものを与えてくださいま
す。そして、全てに時があります。また、疲れた時
には、いったん神様の手にゆだねます。
　聖書は喜びでいっぱいです。いつも喜んでいるた
めには（一テサ５：11-18）祈りの中で感謝をささ
げましょう。
　愛の力について、愛さえあればどんな荷も重いと
は感じない・・・マザー・テレサ愛唱のトマス・ア・
ケンピス『キリストに倣いて』の一節です。愛の力
は若い男女の恋愛に例えると分かりやすい。困難が
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サだった？と混乱してしまうこともあります。（笑）
Ｑ：あらためて神父様のご略歴をお伺いできますか。
Ａ：1976年５月12日生まれの46歳、アフリカ東部の
ウガンダ共和国、中央地域南西部Masaka県の県都
Masaka出身、ウガジー教区司祭です。名前はKizito 
Mawayira Kityo。聖キジトから名前をもらいました。
男性信者には、わりと多い名前です。ウガンダは人
口の８割ほどがキリスト教徒で、その半数近くがカ
トリック教徒です。ウガンダの風習として親戚も
家族として数えます。私もその大家族のなかで４人
の兄弟と２人の姉妹とともに育ちました。父は帰
天しましたが、84歳になる母は健在です。定期的に
What’s Upアプリで連絡を取りあっています。ビデ
オチャットができるからとても便利です。司祭叙階
は2004年、その後、司教秘書を数年間務め、学校の
チャプレン、神学校での養成担当などの仕事をしま
した。教え子が司祭叙階を受けた時は嬉しかったで
す。来日前に数か月間渡米していた時にロバート師
から連絡が入り、日本に来ないか、と誘われ、2016
年に来日し藤沢教会に配属されました。その後、ロ
バート師がケガをしたため、最初は山手に応援に来
ていましたが、師が帰国することになり、2017年に
山手に異動しました。山手には３年間、連続してダ
ブル鈴木師（笑）と働き、2020年春に藤沢に移りまし
た。山手ではICCメンバーとの思い出が多く残って
います（当時のアルバムを見せてくださるキジト師）。
Ｑ：司祭になろうと思ったきっかけは何ですか。
Ａ：志望していた友達から神学校の面接があるから
一緒に行こうと誘われたので遊びに行くような気
持ちで行ったのです。冗談のような本当の話です。
なぜか、その彼は面接だけ受けて神学校には入りま
せんでした。神様のなさることは不思議です。
Ｑ：休みの日はいかがお過ごしですか。
Ａ：休みの日は不定期なのですが、とにかくよく歩
きます。辻堂や平塚まで足を伸ばすこともあるし、
江ノ島や海岸方面にも行きます。8 ～ 10kmくらい
は歩きます。歩きながらの黙想は私の生活に欠かせ
ません。特に、朝早い街を歩くのは清々しくて大
好きです。また、教会図書室で借りて１週間に１冊
は本（英語）を読んでいます。歩くのも読書も、ふ

多ければ多いほど強くなる。それが愛の力です。
　主の祈りとは全てをおゆだねする究極の祈りです。
自分に打ち勝ち、全ての執着を捨てて、生活を整え、
神のみ旨に生きていくことに救いがあるのです。

　遠路はるばるおいでいただいた片柳神父様には、
心より御礼申し上げます。また、実施に際しては太
田康子さんをはじめ、お手伝いいただいた方々、本
原稿の作成に当たっては羽石三輪子さんのご協力
をいただきました。感謝申し上げます。

（ヨゼフ会会長　岡崎 芳浩）

「お元気ですか」■ ゆかりの司祭を訪ねて③■ 　キジト・マワイラ師編
　 キ ジ ト 師 は2017年 か ら
2020年まで、当教会の助任
司祭をお務めくださいまし
た。現在は藤沢教会の助任司
祭です。みぞれそぼ降る３月
のある日にICC代表のPierre 
Sevaistreさんとともに師をお
訪ねして近況を伺いました。
Ｑ：お元気ですか。藤沢はいかがですか。
Ａ：はい、元気です。2016年初来日の時以来二度目
の藤沢生活にすっかり馴染んでいます。修道院での
６時からの朝ミサがある日は、５時に起床して比較
的規則正しい一日を過ごしています。ここでは日本
語のミサもあげられるようになりました！
Ｑ：日本語が上達したということですね！
Ａ：少しですけど（笑）。近隣教会の英語ミサに行く
こともあるのですが、あれ、今日は英語？日本語ミ

パネル型のステンドグラスが美しい八角形の聖堂
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Ｑ：日本語は今も習っていますか？
Ａ：レギュラーには習っていません。今はYoutube
を見て学んでいます。ひらがなカタカナは全部読み
書きできるようになりましたが、漢字が難しい！山
手では外国籍信徒との付き合いが中心でしたが、藤
沢では日本語での交流が多いので、日本語も少しず
つ身についてきたような気がします。ゆるしの秘跡
もなんとか日本語でやっています。

　山手ICCの近況もお知らせがてらPierreさんと訪
問し、英語と日本語ミックスの楽しいインタビュー
でした。キジト神父様、ありがとうございました。

（取材・撮影：編集部 田中麻子）

■ 聖堂保存補修のためのコンサート開催
　GWの 最 終 日 で
ある５月８日、「聖
堂保存補修のため
のコンサート」に
多くの方が集まっ
てくださいました。
イタリア、ドイツ、フランス、日本などさまざまな
国の曲、そして時代もバロックから現代までの幅広
いものをプログラムに取り入れました。コロナ対策
のため、人数制限で２回開催、時間も１時間以内に
収める必要があり、慌ただしい内容になってしまわ
ないか心配でもありましたが、コロナ禍でなかなか
旅行に出かけられない方々に楽しんでいただけた
らと思いました。しかし、コンサート後に皆様から
いただいた感想は、「楽しかった」というよりも「心が
洗われた」「癒された」といったものが多く、ゆっ
たりとした時間を過ごしていただいたようです。山
手教会の空間がそうさせたのでしょうか？私自身
改めて、山手教会のすばらしさ、そこに集うことの
尊さ、心を落ち着かせる時間の大切さを感じました。
　今年はフランスの音楽家フランクの生誕200年と
いうこともあり、アンコールには、フランク作曲の
Panis Angelicus(天使の糧)を演奏させていただきま
した。心の中で一緒に歌ってくださった方もいらっ

とした瞬間に説教のアィディアが浮かんでくるか
ら不思議です。夜は、時々コメディやアクション系
のNetflixを見ることもあります。ウガンダ発のアク
ション映画は、なかなか面白いんですよ！
Ｑ：料理はしますか。
Ａ：毎日の朝食のほか、まかないさんがお休みの日
は自分で作っています。アフリカの伝統として、男
性は料理をしないことになっているのですが、私は
料理を楽しんでいます。とはいえ、朝食は目玉焼き
と紅茶くらいです。パンはあまり食べません。魚や
チキンを調理して食べることが多いです。
Ｑ：好きな食べ物は何ですか？
Ａ：私は、それほど食べ物
に関心や執着がありません
が、辛くてスパイシーなも
のは好きです。ミカンやオ
レンジも好きです。山手に
いたとき、司教館にあった
ミカンの木からミカンを勝
手にもいで食べたことは良
い思い出です（笑）。藤沢で
は、魚屋さんで買った魚を
自分で焼いて食べることを覚えました。
Ｑ：お酒はお好きですか？
Ａ：テモテへの手紙にも「水ばかり飲まないで、胃
のために、また、度々起こる病気のために、ぶどう
酒を少し用いなさい」とあるでしょう？（笑）
Ｑ：テモテのたとえ！（笑）好きなお酒は？
Ａ：毎日は飲みませんが、ええ、時々、夜、映画を
見ながらや、集まりの時などは楽しく飲みます。ビー
ルは飲みません。日本酒は頭痛になるので避けてい
ます。ウイスキーや蒸留酒系が体に合うようです。
合わないといえば、チーズも合わないらしく、食べ
るとニキビができちゃうんです。いずれにしても、
飲んでも食べても、歩く！歩く！コレステロール値
が上がらないためにも歩く！です。歩くの最高！
Ｑ：藤沢は海も近いですが、泳ぎはお好きですか？
Ａ：泳げないのです。ウガンダに海はないし、海の
ように大きなビクトリア湖はありますが、我が家か
ら遠くて泳ぐ習慣がありませんでした。

聖堂にて
Pierre Sevaistreさんと
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しゃったようです。
　山手教会が今までもそうであったように、信徒に
とっては祈りの場として、地域の方にとっては疲れ
た時や辛いことがあった時に心を休ませる場とし
て、これからも人々の心の支えの場であり続けるこ
とを切に願います。

（山手教会オルガニスト　中川美香）

● 細々としたところでミスはあったものの、次に
生かせばいいと思う。

● 今日のミサでもご聖体の受け方に違和感のある
方や「アーメン」を言わない方もおり、洗礼を
受けているか否かの判断もできない。

● 「アーメン」については、今後式次第が変更さ
れることによる勉強会でも改めて信徒に周知し
ていく。

【決定事項】
・英語ミサにおいても聖体拝領においては、「アー

メン」と答えるようにする。
・受洗者において「アーメン」「主の平和」など

の信仰告白について改めて周知する。
⑵　防災委員会の再設置について
● これまでの防災委員会は、地震に対する対応を

検討してきた。
● 旧防災委員の多くは、現状あまり教会に来てい

ない人も多く、今後再編成するにあたっては、
案内係を中心に構成する方が効率的と考える。

● ICCからは、浅場氏をメンバーに入れていただ
きたい。

● 案内係を中心に構成することは一番現実的と考
える。コロナ前に一度避難訓練を行っている。
今年は夏以降に一度行うべきと考える。

● 防火管理者を見直すかどうかを含め、事務的な
点についても今後整理を行う必要がある。

⑶　コロナ禍のミサと教会活動
● コロナ対策ということでは、世の中がかなり緩

くなってきている。
● 教会委員会においては、毎月その時の状況に応

じて対策を見直していきたい。
● 登録グループを間違えて来た方については、ミ

サ開始の直前まで待っていただき、その時点で
席が空いていれば入っていただくなどの対応が
良いのでは。

● 日曜日の入門講座の受講者については、入門講
座の枠を予め想定し対応できることが望まし
い。講師を含めて10人程度が講座終了後にその
ままミサに参加できるようにすることが望まし
いと考える。コロナ禍になり、ミサの参加経験
が乏しいまま洗礼を受けることは問題である。

【決定事項】
・ミサのグループを間違えて教会に来られた場合

左からオルガン熊谷佳子さん、バリトン田中俊太郎さん、
ソプラノ殿岡真衣さん、筆者

2022年５月度教会委員会議事要約
日時：2022年５月１日（日）13：00 ～ 15：05
場所：教会ホール
議事内容（議事進行：小倉委員長）

１　主な審議確認検討事案　　　　　※順不同
⑴　聖週間の反省と司教様からの指摘事項について
● 聖週間のミサについては、ご協力ありがとうご

ざいました。

合葬墓　納骨式の日程が決まりました
　昨年、山手墓地内に完成した合葬墓での本年度
の日程は、2022年11月５日（土）午後１時。
　納骨ご希望の方は８月末までに教会事務所に
お問い合わせください。
　お墓は先祖から続く言わば家族の象徴として
大切にされる一方で、社会の変化から維持がまま
ならない状況も増えております。
　合葬墓は「神の家族」の象徴として我が家の墓と
して考えてご利用いただければと願っております。

（墓地委員会　委員長　末澤二朗）
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は、席の空き状況を踏まえて参加いただくよう
にする。

・席への案内については、ミサ開始の直前とし、
受付係の裁量で実施する。

⑷　事務所より
● 聖堂の工事に伴って教会ホールでミサを行う際

の収容人数について、６月の教会委員会にて席
数を決定していただきたい。

【決定事項】
・５月15日（日）に教会ホールでの収容人数につ

いて検証する。

２　今後の活動、報告事項
【典礼委員会からの報告】

● 第40回横浜教区典礼研修会の件で、教区のホー
ムページでも案内されているとおり、オンライ
ンで講話を視聴できる。

● 実際の研修会については各共同体で行うことと
なっており、５月22日（日）に信徒館「松・竹」
で行う予定。

● 参加者の募集については、今週、来週のお知ら
せに掲載する。

【ロザリオ会からの報告】
● ６月の第１金曜日のミサについて実施可能か。
● ロザリオ会主催のミサでは、家庭会が先唱など

を決めているが、ロザリオ会主催のミサにおい
ても先唱に関する勉強会を行っていただきたい。

➡６月のロザリオ会主催のミサについては西村師
が司式。先唱に関する勉強会についても行って
いただく。

【第３地区全体会について】
● 次回は、７月10日 15時から二俣川教会。
● 日程は決まっていないものの、10月に山手教会

で全体会を行う予定。
● 第３地区全体会の事務局は、信徒が行うことに

なっている。今回シノドスのアンケートのとり
まとめで大変だったことから増員された。今後
は任期を３年と定められ、将来、山手教会にも
事務局が回ってくる可能性がある。

【教会学校からの報告】
● ５月８日（日）より新学期を行う。
● 引き続き２グループとして５月８日（日）低学

年保護者会、５月15日（日）高学年保護者会の

予定。
【財務からの報告】

● 水上師の司祭叙階について、山手信徒からの献
金は27万円であった。教会の会計より10万円を
お祝いとした。

【ヨゼフ会からの報告】
● 片柳神父様による講演会については、ほぼ定員

での開催であった。
【修繕委員会からの報告】

● 修繕の工事により、７月からミサの場所を教会
ホールに移動する予定。

● 費用について貯蓄を割り当てるが、足りないた
め信徒に協力を求める必要あり。

● 具体的な施策については、今後検討する。
【事務所からの報告】

● 現在、祝日など事務所が休みの際は、聖堂も閉
鎖しているが、今後はどうするか。

➡取り急ぎ５月３日～５日については、西村師に
より解錠する。

● 堅信の案内を48人に発送し、５人が希望。ICC
については、８人。堅信式当日については、本
人、代父母と親族などの受け入れについて調整
する。

３　主任司祭から
● ５月８日（日）のタン・ホアン・フィー助祭叙

階については、小田原教会の主任司祭である宮
内神父、同じベトナムの修道会のトゥ神父、タ
ム神父が共同司式、小田原教会の信徒、ベトナ
ム人の神学生も参加する予定。

● ５月16日（月）から２週間、ダリル師がお休み
となる。休み中の英語のミサについては、21日、
22日は戸部教会よりラジュ神父に来ていただ
く。28日、29日は西村師が司式する。

● ６月５日（日）の11:30のミサで堅信式を行う。
● ６月11日（土）二俣川教会でサポートチーム神

奈川の交流会が行われ、小グループによる分か
ち合いとミサが行われる。希望者がいれば事務
所に申し出ていただきたい。

４　次回教会委員会
　６月５日（日）13時30分～ 15時30分終了予定。

（総務担当　宮　裕一）
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　５月中旬、気温が18℃あったので、ランニングで雨天のバラを鑑賞するため山下公園のバラ園に行
きました。雨天でも気温が 18℃あれば、タンクトップのランニングシャツに短パンで走っても筋肉が
収縮するときに発生する熱量により体温が上昇して風邪をひかないことは経験から分かっていまし
た。雨が降りしきるバラ園には、予想どおり人影はありませんでした。開花状況はほぼ満開で、2016
年に公園中央に設置された14のアーチには純白のつるバラがこぼれ落ちそうに咲いており、美しいト
ンネルができていました。バラは、どのような天候でも美しいのですが、雨が降っているときは雨雲
を突き抜けてきた柔らかい光が花弁全体を優しく包み込んでいるため発色が良く、七色に光り輝く小
さな雨粒が花弁に乗っている姿は、いつまで眺めていても飽きることはありませんでした。
　また、バラだけではなく、花壇の周囲に植えてある各種の色とりどりの草花も雨粒を身にまとい、
うれしそうに我が世の春を謳歌していました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （土方芳人）

編　集　後　記

主　　日
聖　　歌

（歌わずに章句を唱えます） 聖
歌
隊

時　間
奉　　仕　　者 ミサ参加

割当答唱詩編 アレルヤ唱 感謝の讃歌 オルガン 先　唱 聖書朗読

６月12日 三位一体の主日
（年間第11週）

典48
①②

典266
三位一体 典205

前日pm5：00 忠　海 田中（麻） 鈴木（明） 福田（直） 夜ミサB
７：30 中　川 二　宮 田　口 神　近 朝ミサB

＊ 11：30 佐　藤 遠　藤 川　田 木　原 昼ミサB

19日 キリストの聖体
（年間第12週）

典159
①②

典266
キリストの

聖体
典205

前日pm5：00 太　田 山本（康） 工藤（元） 志　村 夜ミサA
７：30 渡　邊 末　澤 早　川 細　谷 朝ミサA

＊ 11：30 中　川 村田（義） 池　田 上　瀧 昼ミサA

26日 年間第13主日
（聖ペトロ座への献金）

典98
①②⑤

典269
第13主日C 典205

前日pm5：00 村　松 田中（麻） 羽　石 阿部（眞） 夜ミサB
７：30 太　田 亀　井 東海林（正） 津久井 朝ミサB

＊ 11：30 手　塚 藤原（ま） 中　山 鈴木（理） 昼ミサB

７月３日 年間第14主日 典130
①②④

典272
第14主日C 典205

前日pm5：00 藤　沼 竹之内 新井田 島田（節） 夜ミサA
７：30 米　沢 石　賀 島　田 武　田 朝ミサA

＊ 11：30 中　川 山本（紀） 後　藤 紀國谷 昼ミサA

10日 年間第15主日 典115
①④⑥

典269
第15主日C 典205

前日pm5：00 村　松 田中（麻） 鈴木（明） 福田（直） 夜ミサB
７：30 太　田 二　宮 田　口 神　近 朝ミサB

＊ 11：30 佐　藤 遠　藤 川　田 木　原 昼ミサB

17日 年間第16主日 典101
①②

典272
第16主日C 典205

前日pm5：00 村　松 山本（康） 工藤（元） 志　村 夜ミサA
７：30 渡　邊 末　澤 早　川 細　谷 朝ミサA

＊ 11：30 手　塚 村田（義） 池　田 上　瀧 昼ミサA

24日 年間第17主日 典134
①②③

典269
第17主日C 典205

前日pm5：00 忠　海 田中（麻） 羽　石 阿部（眞） 夜ミサB
７：30 太　田 亀　井 東海林（正） 津久井 朝ミサB

＊ 11：30 中　川 藤原（ま） 中　山 鈴木（理） 昼ミサB

31日 年間第18主日 典35
①③④

典272
第18主日C 典205

前日pm5：00 太　田 吉　川 柳　川 櫻井（智） 夜ミサA
７：30 手　塚 時　久 上村（由） 早　川 朝ミサA

＊ 11：30 田中（郁） 曽　禰 小　松 荻　原 昼ミサA

☆表紙のカット（山手教会）は、濱尾文郎枢機卿様の「えはがき」です。

2022年６月・７月主日ミサの聖歌および奉仕者予定表


